
一
召
集
兵
の
思
い
出

―
死
線
を
こ
え
て
―
　 

島
根
県
　
園
山
俊
夫
　 

徴
集
年
度
　
昭
和
十
二
年
度
　
短
身
甲
種
合
格

第
二
補
充
兵

私
は
昭
和
十
三
年
九
月
十
七
日
補
充
兵
と
し
て
島
根
県
浜
田

の
歩
兵
第
二
十
一
連
隊
留
守
部
隊
へ
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
私
の

応
召
時
の
家
庭
の
様
子
と
い
え
ば
、

父
　
　
　
　
健
在
　
　
農
業

母
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃

姉
二
人
　
　
〃
　
　
　
〃

本
人
　
　
　
〃
　
　
　
産
業
組
合
へ
勤
務

妻
　
　
　
　
〃
　
　
　
農
業

弟
二
人
　
　
〃
　
　
　
農
業
と
学
生

と
い
う
状
態
で
し
た
。
村
か
ら
は
同
時
に
三
人
が
、
同
一
部
隊

へ
入
隊
し
ま
し
た
。

多
く
の
見
送
り
人
（
約
二
百
人
近
い
）
を
代
表
し
て
、
村
長

さ
ん
が
送
別
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
私
が
三
人
を
代
表
し
て
謝
辞

を
申
し
ま
し
た
。
役
場
、
在
郷
軍
人
会
、
国
防
婦
人
会
、
親
族

ら
相
集
ま
り
、
打
ち
振
る
日
の
丸
の
旗
の
波
と
万
歳
々
々
の
歓

呼
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
一
死
報
國
、
生
き
て
は
再
び
祖
国
の
土

を
踏
ま
ざ
る
の
覚
悟
を
な
し
、
軍
歌
の
声
勇
ま
し
く
駅
に
向
か

い
ま
し
た
。

浜
田
へ
一
泊
し
て
翌
日
三
人
元
気
で
営
門
を
通
り
ま
し
た
。

第
六
中
隊
擲
弾
筒
班
へ
編
入
で
す
。

内
地
で
の
新
兵
教
育
は
十
二
月
二
十
日
ま
で
で
す
。
私
は
中

隊
№
１
の
ハ
リ
キ
リ
ボ
ー
イ
と
し
て
、
苦
し
い
行
事
、
銃
剣
術
、

内
務
班
に
お
い
て
の
教
育
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
も
と
も
と
私

の
家
で
は
、

父
は
篤
農
家
の頑
張
り
屋
と
し
て
近
隣
に
聞
こ
え
、

「
人
に
後
指
を
さ
さ
れ
ぬ
よ
う
に
」「
人
の
風
下
に
つ
く
こ
と

は
メ
ン
ツ
が
許
さ
な
い
」
と
の
家
風
で
し
た
。
班
内
で
も
食

事
は
人
よ
り
も
早
く
食
べ
て
、
食
缶
の
洗
浄
、
返
納
な
ど
も
い

つ
も
人
よ
り
早
く
や
り
通
し
ま
し
た
。

私
が
北
支
青
島
の
中
隊
へ
入
隊
し
た
と
き
は
、
四
十
八
人
が



一
緒
に
入
り
、
昭
和
十
六
年
一
月
に
内
地
に
帰
り
復
員
し
た
と

き
は
わ
ず
か
十
五
人
に
減
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
死
、
戦
病
死
、

戦
傷
な
ど
に
よ
っ
て
沢
山
の
減
員
で
し
た
。
そ
の
十
五
人
の
中

で
最
高
は
私
た
だ
一
人
伍
長
に
、
後
は
兵
長
二
人
、
上
等
兵
二

人
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
内
地
に
お
い
て
私
は
と
に
か
く
一
生

懸
命
に
頑
張
っ
て
軍
務
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

三
カ
月
の
教
育
を
終
了
し
た
十
二
月
下
旬
、
一
等
兵
に
進
め

れ
る
と
同
時
に
、
北
支
の
青
島
へ
上
陸
し
、
有
名
な
今
村
均

将
軍
が
師
団
長
の
部
隊
へ
転
属
し
ま
し
た
。
即
ち
片
野
連
隊
第

三
大
隊
第
十
二
中
隊
へ
。

十
二
月
、
一
月
、
二
月
と
寒
い
三
カ
月
を
青
島
で
過
ご
し
ま

し
た
。
作
戦
、
討
伐
に
は
出
ず
、
専
ら
訓
練
の
毎
日
で
す
。
手

や
頭
は
防
寒
被
服
で
間
に
合
い
ま
し
た
が
、
足
は
靴
の
中
へ「
ト

ウ
ガ
ラ
シ
」
を
入
れ
て
保
温
し
ま
し
た
。
私
は
擲
弾
筒
班
に
属

し
て
い
ま
し
た
が
、
行
軍
は
き
つ
か
っ
た
。
何
し
ろ
小
銃
と
実

弾
、
そ
れ
以
外
に
筒
と
そ
の
弾
薬
。
片
側
に
三
発
づ
つ
で
前
に

六
発
。
そ
の
内
一
発
は
手
榴
弾
を
護
身
用
と
し
て
持
っ
た
か
ら

で
す
。
携
帯
口
糧
も
多
い
と
き
は
一
週
間
分
く
ら
い
あ
っ
た
。

と
に
か
く
全
部
で
三
〇
キ
ロ
を
超
す
重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
行
軍
は
と
て
も
き
つ
い
。
落
伍
す
る
こ
と
は
敵
に
や
ら

れ
る
自
殺
行
為
と
な
る
。
い
や
で
も
落
伍
せ
ぬ
よ
う
付
い
て
行

く
。
今
考
え
て
も
き
つ
い
こ
と
の
最
高
で
し
た
。
こ
の
労
苦
に

打
ち
勝
っ
て
人
よ
り
も
良
い
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
正
に
「
苦
有
れ
ば
楽
有
り
」
の
諺
の
と
お
り
、
軍
隊
を

出
て
か
ら
の
後
の
人
生
生
活
で
の
大
き
な
自
信
と
も
な
り
ま
し

た
。

労
苦
を
い
と
う
て
は
大
き
な
損
と
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。

次
に
、
海
州
作
戦
参
加
で
す
。
海
州
と
は
青
島
よ
り
南
へ
約

二
百
キ
ロ
の
黄
海
に
面
し
た
港
町
の
蓮
雲
港
と
か
、
有
名
な
徐

州
の
中
間
に
あ
っ
た
所
で
す
。
江
蘇
省
の
北
端
で
す
。
も
ち
ろ

ん
ま
だ
新
兵
で
実
戦
の
経
験
は
何
も
な
い
身
分
で
す
。
擲
弾
筒

を
持
っ
て
い
て
も
、
筒
手
で
は
な
く
、
弾
薬
手
と
し
て
従
軍
し

ま
し
た
。
強
い
印
象
が
あ
る
の
が
、
寒
い
、
雨
が
降
る
、
泥
ん

こ
路
の
行
軍
と
い
う
も
の
で
す
。
以
下
第
十
二
中
隊
誌
の
文
を

借
り
て
述
べ
て
み
ま
す
。

『
降
雨
泥
濘
の
悪
路
を
昼
夜
連
続
行
進
、
悪
路
と
の
闘
い
で

あ
っ
た
』

ズ
ル
ズ
ル
、
ベ
タ
ベ
タ
軍
靴
の
半
張
革
も
は
が
れ
そ
う
な
泥



濘
が
中
隊
員
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
、
夜
は
暗
黒
一
寸
先
も
見
え

な
い
暗
さ
。
前
に
ぶ
つ
か
っ
て
初
め
て
前
が
止
ま
っ
て
い
る
事

が
わ
か
る
と
い
う
状
況
。
数
時
間
歩
い
て
も
進
ん
だ
距
離
は
僅

か
と
い
う
苦
し
い
行
軍
で
あ
っ
た
。
浜
田
連
隊
史
に
も
そ
の
模

様
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
支
那
大
陸
特
有
の
粘
土
性
の
黄
土
、
数
日
来
の
雨
で
全
く

お
話
に
な
ら
な
い
泥
濘
の
道
、
一
歩
一
歩
足
に
力
を
入
れ
て
抜

か
な
い
と
歩
け
な
い
。
遂
に
は
跣
足
に
な
る
始
末
。
潅
雲
ま
で

の
約
二
七
キ
ロ
、
こ
の
夜
の
行
軍
こ
そ
歴
戦
八
年
で
第
一
に
あ

げ
る
難
行
軍
中
の
難
行
軍
で
あ
っ
た
』
と
。

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
七
日
九
時
半
整
列
、
青
島
第
二
埠
頭

よ
り
砲
艦
首
里
丸
に
乗
り
海
上
機
動
。

二
十
八
日
午
後
海
州
沖
泊
地
に
入
り
上
陸
準
備
。

三
月
一
日
石
船
に
移
乗
、
河
を
逆
航
、
十
一
時
よ
り
小
雨
、

寒
風
肌
を
さ
す
。
淀
王
荘
に
向
か
う
二
十
三
時
着
。

二
日
再
び
小
発
に
乗
り
出
発
十
六
時
三
十
分
范
家
荘
着
、
上

陸
泥
淳
の
道
を
張
家
集
に
向
か
う
十
八
時
着
。

三
日
十
時
張
家
集
出
発
。
こ
れ
よ
り
中
隊
は
別
動
隊
と
し
て

連
隊
主
力
の
左
側
を
進
撃
。
十
五
時
南
崗
に
て
敵
を
攻
撃
五
十

分
の
後
撃
退
。
二
十
一
時
三
十
分
■
溝
部
落
よ
り
急
激
な
る
射

撃
を
受
け
直
ち
に
攻
撃
、
敵
を
撃
滅
、
自
動
車
二
、
小
銃
三
〇

数
挺
、
迫
撃
砲
数
門
を
■
獲
、
戦
果
あ
り
。

四
日
、
滄
口
発
一
八
キ
ロ
行
進
、
敵
と
遭
遇
撃
退
。

五
日
小
雨
。
四
時
海
州
へ
向
い
前
進
、
八
時
海
州
着
。
山
本

支
隊
既
に
海
州
に
進
出
、
中
隊
の
海
州
一
番
乗
り
を
逸
し
た
。

十
時
海
州
の
北
六
キ
ロ
、
新
浦
鎮
に
宿
営
。

六
日
十
四
時
半
海
州
入
城
式
軍
司
令
官
閲
兵
、
十
七
時
新
浦

鎮
に
帰
る
。

こ
の
海
州
作
戦
参
加
で
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
弾
丸
の
音
を

聞
き
ま
し
た
。
上
に
高
い
弾
、
近
く
へ
来
る
プ
ス
プ
ス
と
土
地

へ
突
き
刺
さ
る
恐
ろ
し
い
弾
、
回
数
を
重
ね
る
と
自
然
に
判
別

で
き
る
。
馴
れ
と
経
験
で
す
。
中
隊
の
損
害
は
兵
の
負
傷
二
名
。

私
は
無
事
。
三
日
の
■
溝
の
戦
闘
で
、
敵
は
部
落
内
望
楼
三
カ

所
よ
り
頑
強
に
抵
抗
し
ま
す
。
ま
た
地
形
地
物
を
上
手
に
利
用

し
て
く
る
の
で
、
な
か
な
か
手
強
か
っ
た
の
で
す
。

三
月
二
十
三
日
、
警
備
中
の
中
隊
は
海
州
―
淅
州
道
の
要
点

で
あ
る
歓
■
埠
に
移
駐
、
部
落
掃
討
後
宿
舎
に
入
り
ま
し
た
。

土
民
の
言
に
よ
り
西
北
一
六
キ
ロ
に
四
百
～
五
百
の
敵
が
盤
居



し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
中
隊
の
駐
留
は
長
期
も
予
想

さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｇ
一
小
隊
そ
の
他
無
線
、
行
李
の
配
属
を
受

け
、
野
砲
兵
小
宮
山
中
隊
の
協
力
が
あ
り
、
討
伐
任
務
が
達
成

で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。
黒
林
鎮
、
沙
河
鎮
、
■
楡
な

ど
三
カ
所
に
小
隊
を
配
し
、
い
わ
ゆ
る
広
域
分
散
の
期
間
も
あ

っ
た
の
で
す
。

駐
留
中
の
仕
事
は
陣
地
構
築
、
討
伐
、
治
安
維
持
、
宣
撫
、

道
路
構
築
補
修
、
忙
し
い
厳
し
い
討
伐
、
警
備
、
訓
練
の
間
に

も
休
養
、
体
力
の
維
持
、
士
気
の
昂
揚
は
等
閑
に
で
き
な
い
も

の
で
す
。
私
た
ち
下
級
の
兵
隊
は
別
と
し
て
、
中
隊
長
、
小
隊

長
、
そ
の
他
中
隊
幹
部
は
気
の
休
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
私
も
こ
の
海
州
作
戦
で
は
城
壁
の
門
の
上
で
立
哨
し
た

り
、
物
資
の
購
入
で
軍
票
を
使
っ
た
り
し
て
支
那
語
を
覚
え
た

り
、
部
落
内
で
現
地
の
支
那
人
の
生
活
を
見
聞
し
た
り
で
、
少

し
ず
つ
支
那
派
遣
軍
の
一
員
と
し
て
成
長
し
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
三
月
三
日
、
■
溝
部
落
で
の
戦
闘
で
は
自
動
車
、
小
銃
、

砲
の
戦
利
品
以
外
に
、
米
、
粟
、
鶏
、
煙
草
も
入
手
し
ま
し
た
。

煙
草
は
「
蒋
介
石
の
慰
問
品
」
食
糧
は
「
蒋
介
石
給
与
」
な
ど

と
称
し
て
溜
飲
を
下
げ
た
こ
と
も
思
い
出
の
一
駒
と
な
っ
て
い

ま
す
。
反
面
敵
の
遺
棄
死
体
を
見
た
り
、
友
軍
の
戦
死
者
が
出

る
と
、
暗
い
気
持
ち
に
胸
を
詰
ま
ら
せ
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
九
月
、
海
州
地
区
よ
り
旅
順
へ
転
進
。
ノ
モ
ン

ハ
ン
作
戦
の
支
援
で
す
。
十
日
間
く
ら
い
対
戦
車
攻
撃
の
訓
練

に
明
け
暮
れ
、
満
州
チ
チ
ハ
ル
へ
到
着
。
チ
チ
ハ
ル
で
も
対
戦

車
訓
練
一
辺
倒
で
し
た
。
約
一
週
間
く
ら
い
で
現
地
ノ
モ
ン
ハ

ン
の
停
戦
協
定
成
立
と
か
で
、
再
び
旅
順
へ
戻
り
ま
し
た
。

後
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
昭
和
十
四
年
七
月
一
日
付
け

で
一
選
抜
の
上
等
兵
に
な
り
ま
し
た
。
平
素
よ
り
の
信
念
を
ま

す
ま
す
固
め
、
今
後
も
中
隊
一
の
模
範
兵
に
と
、
東
の
空
を
遥

拝
し
て
父
母
に
誓
い
ま
し
た
。

チ
チ
ハ
ル
よ
り
旅
順
へ
戻
っ
た
部
隊
は
、
ま
ず
、
南
方
の
海

南
島
へ
集
結
。
輸
送
船
と
護
衛
艦
が
六
〇
隻
以
上
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
広
西
省
欽
県
金
鶏
塘
へ
上
陸
、
私
は
引
続
き
第
三
大

隊
第
十
二
中
隊
員
と
し
て
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
六
日
南
支

に
感
激
の
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

泥
濘
の
悪
路
を
北
進
二
四
キ
ロ
。
道
路
は
完
全
に
破
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
隊
は
連
隊
の
右
縦
隊
と
な
り
毎
日
降
り
続
く
雨

を
つ
い
て
南
寧
へ
向
け
敵
の
抵
抗
を
排
除
し
つ
つ
猛
攻
。
上
陸



以
来
二
十
一
日
ま
で
は
、
特
筆
す
る
こ
と
も
な
く
、
所
在
の
小

敵
を
撃
破
。
二
十
二
日
川
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
渡
河
点
で
、
装

具
武
器
を
頭
上
に
し
て
胸
ま
で
の
水
深
を
裸
で
渡
河
。
そ
の
後

強
敵
の
襲
来
、
交
戦
に
よ
り
戦
死
六
名
、
負
傷
は
森
本
大
隊
長

以
下
数
名
の
損
害
を
出
し
ま
し
た
。
二
十
四
日
敵
と
遭
遇
交
戦

三
時
問
余
、
戦
死
一
名
、
負
傷
小
隊
長
以
下
数
名
と
次
第
に
悪

戦
の
色
が
濃
い
。
こ
の
日
、
先
遣
隊
第
一
大
隊
は
南
寧
に
突
入

占
領
し
ま
し
た
。

南
寧
確
保
、
残
敵
掃
討
に
当
た
っ
て
大
隊
は
攻
撃
行
動
が
主

と
な
り
ま
す
。
攻
撃
は
最
大
の
防
御
で
す
。

以
後
、
五
塘
、
八
塘
、
九
塘
、
崑
崙
関
と
戦
闘
激
烈
を
極
め
、

戦
死
者
多
数
、
負
傷
者
も
数
え
切
れ
ず
、
兵
力
半
減
の
惨
状
で

あ
り
ま
し
た
。
特
に
第
十
二
中
隊
で
は
将
校
、
下
士
官
、
上
等

兵
の
ほ
と
ん
ど
が
い
な
く
な
り
、
中
隊
の
指
揮
が
麻
痺
し
た
の

で
、
三
大
隊
の
他
の
中
隊
よ
り
幹
部
を
受
け
入
れ
て
や
っ
と
再

編
成
す
る
と
い
う
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
中
村

旅
団
長
、
及
川
支
隊
長
ま
で
が
戦
死
と
い
う
悲
報
さ
え
加
わ
っ

た
の
で
す
。
私
の
南
寧
作
戦
で
の
特
記
事
項
と
し
て
、
思
い
出

深
い
死
闘
苦
戦
で
あ
り
ま
し
た
。

旅
団
長
が
戦
死
さ
れ
た
と
き
、
私
は
、
中
隊
が
尖
兵
で
一
夜

を
山
上
で
陣
地
確
保
し
て
露
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
明
け

前
に
旅
団
長
が
敵
情
視
察
に
来
て
、
私
た
ち
の
前
で
双
眼
鏡
を

使
っ
て
い
た
と
き
、
近
距
離
よ
り
の
敵
狙
撃
兵
の
小
銃
で
腹
部

貫
通
の
重
傷
で
バ
ッ
タ
リ
と
倒
れ
ら
れ
た
ら
し
い
。
約
一
日
半

く
ら
い
生
き
て
お
ら
れ
、
そ
の
問
は
各
中
隊
よ
り
交
代
で
担
架

兵
を
出
し
て
担
送
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
間
に
合
わ
ず
戦
死
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
彼
我
の
状
況
は
、
圧
倒
的
に
優
勢
な
敵
に
包
囲

さ
れ
て
、
弾
薬
も
食
糧
も
欠
乏
し
て
、
わ
ず
か
に
友
軍
の
飛
行

機
に
よ
る
空
中
投
下
で
細
々
と
補
給
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
空

中
投
下
も
低
空
へ
く
る
と
敵
の
対
空
射
撃
に
よ
る
損
害
が
出
る

の
で
、
か
な
り
高
い
所
か
ら
投
下
す
る
。
ち
ょ
う
ど
友
軍
の
上

へ
降
下
す
る
か
、
又
は
敵
側
へ
降
下
し
て
口
惜
し
が
っ
た
り
、

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
実
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
で
苦

し
ん
で
い
る
所
へ
、
東
京
の
近
衛
兵
団
（
飯
田
師
団
長
）
と
台

湾
の
独
立
山
砲
隊
が
支
援
に
来
て
く
れ
て
、
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
隊
に
よ
る
と
ほ
と
ん
ど
全
滅
に
近
い
打
撃
を
受
け
た
中
隊

も
あ
っ
た
由
。
兵
力
の
三
分
の
一
が
戦
死
、
負
傷
者
は
も
う
手



が
回
ら
ぬ
く
ら
い
。
で
も
救
援
部
隊
の
お
陰
で
徐
々
に
態
勢
の

立
て
直
し
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
損
害
が
多

か
っ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
作
戦
中
負
傷
さ
れ
た
第
三
大
隊
長
の
森
本
少
佐

は
気
骨
が
あ
り
、
損
害
の
予
防
を
大
切
に
す
る
人
物
で
、
あ
る

と
き
は
連
隊
命
令
を
受
け
付
け
な
い
で
、
攻
撃
に
出
る
こ
と
を

止
め
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
私
た
ち
は
死
な
ず
に
生
き
残
っ
た

の
で
す
。
森
本
大
隊
長
は
そ
の
後
の
仏
印
進
駐
時
の
部
隊
長
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
人
に
つ
い
て
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
で
す
。

九
塘
、
崑
崙
の
死
闘
を
語
る
山
内
中
隊
長
（
第
三
代
）
の
著

作
の
中
に
、

『
元
旦
と
は
い
え
、
死
闘
を
続
け
る
部
隊
に
は
食
べ
る
も
の

は
な
く
、
一
日
僅
か
に
一
食
の
粥
、
弾
薬
も
欠
乏
し
た
。
夜
の

冷
え
込
み
が
ひ
ど
く
、
夏
服
の
中
隊
員
は
唇
を
紫
色
に
し
て
震

え
上
が
っ
て
い
た
。

夜
も
な
く
、
昼
も
な
く
、
食
も
な
く
、
弾
丸
も
な
く
、
服
も

な
い
が
、
死
に
た
く
も
な
い
、（
九
塘
六
無
斎
）

』

と
あ
り
、
一
方
で
は
後
日
陸
軍
士
官
学
校
の
防
御
戦
闘
の
戦
訓

と
し
て
採
用
さ
れ
た
「
崑
崙
関
、
九
塘
の
防
御
戦
闘
」
は
浜
田

歩
兵
第
二
十
一
連
隊
の
死
闘
激
戦
を
伝
え
る
名
誉
あ
る
史
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
五
師
団
（
今
村
部
隊
）
は
南
寧
攻
略
戦
に
続
く
八
塘
、
九

塘
、
崑
崙
関
の
戦
闘
、
賓
陽
作
戦
に
お
い
て
、
多
大
の
戦
死
傷

者
が
出
ま
し
た
の
で
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
日
応
召
の
補
充

兵
を
、
各
原
隊
で
教
育
訓
練
中
で
あ
っ
た
が
、
急
遽
本
隊
に
増

援
せ
ざ
る
の
止
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
未
熟
な
補
充
兵
一
、

三
〇
六
名
が
厳
寒
積
雪
の
浜
田
屯
営
か
ら
昭
和
十
五
年
一
月
二

十
五
日
、
広
島
宇
品
港
出
港
、
二
月
一
日
欽
県
へ
上
陸
。
二
月

の
初
め
と
は
言
え
、
南
支
は
夏
の
気
候
で
す
。
自
動
車
の
通
ら

な
い
泥
ん
こ
道
を
、
完
全
軍
装
で
一
週
間
あ
ま
り
か
か
っ
て
南

寧
に
着
き
ま
し
た
。
第
十
二
中
隊
長
・
山
内
義
人
中
尉
に
、
森

脇
正
夫
中
尉
以
下
一
〇
一
名
転
属
の
申
告
を
し
ま
し
た
。
こ
の

補
充
兵
を
南
寧
補
充
兵
と
い
い
ま
す
。
時
に
昭
和
十
五
年
二
月

十
一
日
（
紀
元
節
の
佳
き
日
）
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
の
生
存
者
論
功
行
賞
で
は
、
わ

ず
か
従
軍
三
カ
月
未
満
の
南
寧
補
充
兵
に
も
勲
八
等
瑞
宝
章
が



与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
損
耗
率
も
激
し

く
、
二
月
十
一
日
の
入
隊
者
百
名
が
、
わ
ず
か
に
四
カ
月
間
に

二
五
名
減
っ
て
七
五
名
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
一
年
六

月
十
九
日
、
名
古
屋
港
に
内
地
帰
還
し
た
と
き
、
一
緒
に
上
陸

し
た
南
寧
補
充
兵
は
た
っ
た
の
九
名
で
あ
っ
た
由
で
す
。

昭
和
十
五
年
八
月
十
日
、
私
は
伍
長
に
任
官
し
ま
し
た
。
同

年
補
充
兵
四
八
人
の
う
ち
た
だ
一
人
私
だ
け
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
九
月
こ
ろ
私
は
第
四
分
隊
長
を
拝
命
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
部
隊
は
仏
印
へ
進
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
出
発
の
三
日
前
私
は
急
に
高
い
発
熱
に
か
か

り
、
残
留
部
隊
に
編
入
さ
れ
、
数
日
後
に
は
野
戦
病
院
へ
後
送

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
偶
然
の
病
気
入
院
で
す
が
、
生
死
の
分

か
れ
目
と
な
り
私
は
命
拾
い
を
し
ま
し
た
。
と
い
う
訳
は
、
私

の
小
隊
は
大
隊
と
共
に
仏
印
へ
入
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
滅
の
悲
運

に
遭
っ
て
、
戦
友
は
沢
山
戦
死
、
入
院
し
た
私
は
運
良
く
生
き

延
び
ま
し
た
。
小
隊
は
望
楼
攻
撃
を
し
て
、
小
隊
長
、
分
隊
長

は
全
滅
し
、
兵
も
三
分
の
二
く
ら
い
や
ら
れ
た
と
の
由
。
も
ち

ろ
ん
私
の
小
隊
だ
け
で
な
く
、
大
隊
全
般
に
ひ
ど
い
損
害
で
あ

っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

私
は
病
状
思
わ
し
く
な
く
、
野
戦
病
院
か
ら
さ
ら
に
広
東
の

大
き
な
陸
軍
病
院
へ
収
容
さ
れ
、
命
拾
い
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た

わ
け
で
す
。
元
気
で
仏
印
へ
行
っ
て
お
れ
ば
、
多
分
死
ん
で
い

た
と
思
い
ま
す
。

発
熱
は
腸
チ
フ
ス
の
保
菌
者
と
い
う
の
で
、
広
東
で
は
約
四

十
日
問
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
週
間
く
ら
い
は
重

湯
、
水
あ
め
、
カ
ス
テ
ラ
を
与
え
ら
れ
、
水
あ
め
、
カ
ス
テ
ラ

は
無
制
限
に
食
べ
て
よ
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
う
か
と
言
っ

て
そ
ん
な
に
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
次
第
に
快
方
に
向
か
い
三

分
粥
、
五
分
、
七
分
、
全
粥
と
向
上
し
、
回
復
近
く
は
普
通
食

で
す
。
死
神
に
打
ち
勝
っ
て
広
東
の
病
院
を
退
院
し
、
上
海
の
ウ
ー

ス
ン
へ
行
き
ま
し
た
。
幸
運
に
も
十
二
月
こ
ろ
に
本
隊
も
ウ
ー

ス
ン
へ
来
ま
し
た
の
で
、
難
な
く
そ
こ
で
私
は
原
隊
復
帰
が
で

き
て
よ
か
っ
た
の
で
す
。

後
は
昭
和
十
六
年
一
月
十
五
日
、
宇
品
港
上
陸
、
十
七
日
、

浜
田
屯
営
帰
着
、
二
十
七
日
、
召
集
解
除
復
員
。

自
宅
へ
帰
っ
た
後
、
母
の
話
で
は
「
母
は
私
の
武
運
長
久
を

祈
っ
て
、
毎
日
毎
日
部
落
の
氏
神
様
へ
お
参
り
を
し
て
く
れ



た
」
と
の
こ
と
。
私
の
無
事
な
凱
旋
も
強
い
母
性
愛
の
賜
物
と

知
り
、
母
へ
の
感
謝
は
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

復
員
後
在
郷
で
は
、
在
郷
軍
人
会
の
副
会
長
と
事
務
長
を
兼

任
し
、
簡
閲
点
呼
、
青
年
学
校
の
訓
練
、
応
召
、
入
営
者
の
激

励
見
送
り
と
日
常
の
産
業
組
合
の
業
務
の
隙
を
見
て
、
忙
し
く

張
り
切
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
第
二
回
目
の
応
召
で
す
。

昭
和
十
九
年
七
月
十
五
日
、
戦
局
日
増
し
に
棲
槍
苛
烈
の
度

合
い
を
加
え
、
本
土
決
戦
の
機
高
ま
る
こ
ろ
、
再
び
浜
田
連
隊

へ
入
隊
、
間
も
な
く
八
月
一
日
、
九
州
四
号
演
習
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
鹿
児
島
県
東
海
岸
の
内
之
浦
の
ビ
ロ
ー
島
で
の

陣
地
構
築
で
す
。
岩
山
ヘ
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
穴
掘
り
で
す
。

次
い
で
、
昭
和
二
十
年
一
月
七
日
、
九
州
小
倉
の
高
射
機
関

砲
教
育
隊
へ
転
属
。
連
隊
か
ら
十
人
ほ
ど
出
さ
れ
て
、
分
隊
長

教
育
を
受
け
ま
し
た
。
輸
送
船
に
据
え
付
け
た
高
射
機
関
砲
の

射
撃
教
育
で
す
。

飛
行
機
が
綱
で
標
的
を
引
っ
張
っ
て
飛
行
し
、

下
か
ら
曳
光
弾
を
使
っ
て
実
弾
射
撃
を
す
る
。

飛
行
機
の
速
さ
、

距
離
、
風
向
、
風
力
な
ど
を
示
さ
れ
、「
指
一
本
右
へ
、
左
へ
」

と
指
示
。
な
か
な
か
命
中
し
ま
せ
ん
。

教
育
が
す
む
と
直
ぐ
編
成
さ
れ
て
、
輸
送
船
に
乗
り
組
み
ま

し
た
。
こ
こ
で
も
私
は
死
神
に
き
ら
わ
れ
て
、
二
名
が
第
五
師

団
の
直
属
と
い
う
こ
と
で
、
輸
送
船
乗
組
み
か
ら
外
さ
れ
る
幸

せ
を
つ
か
み
ま
し
た
。
船
に
乗
り
組
ん
だ
者
は
全
員
、
船
が
敵

潜
の
魚
雷
、
敵
機
の
空
爆
等
で
海
没
し
、
一
人
も
助
か
ら
な
か

っ
た
と
の
由
。
母
の
神
頼
み
の
せ
い
も
あ
っ
た
の
か
。
紙
一
重

の
差
で
運
命
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
、
終
戦
直
前
思
わ
ぬ
こ
と
に
軍
曹
の

階
級
に
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
最
終
階
級
で
し
た
。

や
が
て
終
戦
と
な
り
、
私
は
本
部
勤
務
の
都
合
上
残
務
整
理

要
員
と
し
て
残
留
し
、
十
月
十
日
召
集
解
除
に
な
り
復
員
し
、

元
気
で
帰
宅
、
母
の
温
か
い
手
に
抱
か
れ
て
重
ね
重
ね
の
武
運

長
久
を
感
謝
し
ま
し
た
。

私
の
家
で
は
、
私
以
外
に
も
、
直
ぐ
下
の
弟
は
終
戦
直
後
素

早
く
復
員
、
末
弟
は
二
十
一
年
五
月
の
田
植
え
時
期
に
、
元
気

で
復
員
、
兄
弟
三
人
全
員
無
事
復
員
し
ま
し
た
が
、
父
母
と
共

に
喜
び
あ
う
反
面
、
戦
地
で
空
し
く
散
っ
た
数
多
く
の
戦
友
の



御
霊
に
、
何
と
言
っ
て
よ
い
か
御
遺
族
の
方
々
の
前
へ
出
る
の

も
憚
ら
れ
る
苦
し
さ
を
味
わ
っ
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
兄
弟
三
人
揃
っ
て
元
気
に
復
員
で
き
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
目
出
度
い
こ
と
で
、
神
様
の
、
母
の
お
陰

で
あ
る
か
ら
、
お
礼
の
意
味
で
氏
神
様
へ
ち
ょ
っ
と
ま
と
ま
っ

た
寄
付
を
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
男
三
人
、
女
二
人
の
五
人
の
兄
弟
と
姉
と
全
員
健
在

で
、
長
姉
は
米
寿
を
目
出
度
く
迎
え
、
年
一
回
皆
で
揃
っ
て
旅

行
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
孫
は
内
孫
、
外
孫
合
わ
せ
て
七
人

す
べ
て
健
在
で
す
。
以
上
の
親
族
皆
そ
れ
ぞ
れ
努
力
を
し
て
よ

い
生
活
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
深
く
固
く
考
え
ま
す

と
と
も
に
、

今
日
ま
で
元
気
で
幸
せ
に
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
、

有
り
難
い
極
み
で
あ
る
と
、
心
の
底
か
ら
考
え
ま
す
。

中
支
か
ら
仏
印
へ
の
戦
い
　 

新
潟
県
　
渡
邉
賢
次
　 

私
は
、
大
正
二
年
二
月
二
十
日
、
現
住
所
で
生
ま
れ
、
父
が

自
営
業
で
し
た
の
で
、
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
近
く
の
神
社
横
に

あ
る
井
戸
へ
水
く
み
に
行
か
せ
ら
れ
る
な
ど
、
家
事
の
手
伝
い

を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
電
灯
が
な
か
っ
た
時
代
で
す
か

ら
、「
ラ
ン
プ
」
の
「
ホ
ヤ
」
の
掃
除
も
私
の
仕
事
で
、「
ホ

ヤ
」
を
割
っ
た
り
し
た
ら
「
げ
ん
こ
つ
」
を
も
ら
い
、
買
い
に

行
か
せ
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
し
た
。
近
く
の
堀
池
で
鮒
釣
り

す
る
に
も
手
作
り
の
釣
竿
や
古
い
網
を
探
し
て
使
っ
た
り
し
ま

し
た
。
学
校
も
小
学
校
止
ま
り
が
普
通
で
し
た
が
、
私
は
親
が
面
倒

み
て
く
れ
ま
し
て
高
等
科
に
通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
雪
の
日

は
当
時
で
す
か
ら
、
げ
た
か
足
駄
で
し
た
の
で
、
雪
が
く
っ
つ

き
、
時
々
落
と
し
な
が
ら
の
通
学
を
し
た
も
の
で
す
。
途
中
で

鼻
緒
が
切
れ
た
り
す
る
と
、
藁
く
ず
を
拾
っ
て
鼻
緒
を
た
て
、

学
校
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
冬
な
ん
か
は

手
が
か
じ
か
ん
で
困
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

弁
当
の
お
か
ず
も
大
体
が
納
豆
、
油
揚
げ
、
味
噌
漬
け
、
た

く
あ
ん
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

教
室
に
は
火
鉢
が
あ
り
、
ブ
リ
キ
製
の
弁
当
棚
に
下
か
ら
一




